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春の全国交通安全運動黄色い羽根街頭配布

（４月８日、大更上町交差点付近）

交通安全啓発活動

（４月13日、安代小学校付近）

春の地域安全運動啓発活動

（４月６日、マックスバリュ西根店前）

皆さまからの情報をお寄せください。
0195-76-2111、内線1219まで。

山開き交流登山で両県の友好を深めました

本市に本拠を置くサッカーの社会人クラブチーム・

アンソメット岩手八幡平は４月７日、いこいの村岩手

で会見を開き、新加入選手を紹介するとともに、今季

の抱負を披露しました。

新加入の選手は、丸山富洋監督自らが見て獲得を決
ふみ ひろ

めた選手で、市内出身だけでなく、ブラジル・韓国・

中国出身など多国籍な17人。同監督は「勝つチーム作

りのために補強した。今季は内容よりも結果にこだわ

るチームを目指したい」と抱負を述べました。

２年目は勝ちにこだわる
アンソメット岩手八幡平が会見

岩手県と秋田県を結ぶ八幡平アスピーテライン（本

県側10.6㌔）は４月16日、これまでで最も早く開通しま

した。ゲート前で行われたテープカットに続き、山頂

レストハウス周辺で関係者による除雪などのセレモ

ニーも行われ、晴天の下、県内外から訪れた観光客は、

自然が織り成す雪の回廊などの景色を堪能しました。

この日には、八幡平（1,613㍍）の山開きも行われ、

１年間の登山者の安全と観光客の増加を祈願し、両県

の山岳協会のピッケル交換やもちまきに続き、両県の

市民や関係者が交流登山を行いました。

開通と山開きが同時に行われ、八幡平の観光シーズ

ンが本格的にスタートしました。

観光シーズンの幕が開く
八幡平アスピーテライン開通・山開き

丸山監督（後列左端）とアンソメット岩手八幡平の新加入選手たち

高さ約7.5㍍の雪の回廊を楽しみにしていた観光客でにぎわうアスピーテライン

すなっぷギャラリー
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西根病院お花見会

（４月23日、西根病院）

鉄道安全教室

（４月15日、平舘小学校）

応募総数5,705本の中から厳正な抽選が行われました

意欲を燃やす研修生（左から内記さん、田形さん、城内さん）

圃田清昭日本赤十字社県支部事務局長へ救援金を手渡す田村市長

市役所チリ地震救援募金会代表の田村正彦市長は４

月13日、盛岡市の日本赤十字社岩手県支部を訪れ、救

援金を贈呈しました。

田村市長は「地震発生の約１カ月前にチリを訪れ、

被害地にも滞在した。安代りんどうをチリで栽培して

おり、被害の実態を見てなんとかしなければと思い募

金を行った。有効に使っていただきたい」と、市内の

りんどう農家、市議会議員、市職員などから集めた

105,411円を圃田
はたけだ

清昭同支部事務局長に手渡しました。
きよあき

早期復興の「願い」よ届け
チリ大地震救援金を贈呈

市安代漆工技術研究センターの入所式は４月５日、

安代総合支所で行われました。

本年度入所の研修生は、紫波町出身の内記友和さん

（34）、静岡県静岡市出身の田形江里さん(28)、久慈市

出身の城内由美子さん(34)。３人は実用漆器の製作

や漆の精製、漆を使った修復など漆塗りの伝統技術習

得に意欲を示しました。

同センターは、漆器職人の養成施設として昭和58年

の設置以来、48人が２年間の研修を修了しています。

目指すは漆器職人への道
安代漆工技術研究センター入所式

市民の生活へ定着目指す

市商工会（髙橋富一会長）で販売する「八幡平市プ

レミアム付き共通商品券」の第２回抽選会は４月20日、

市商工会館で行われました。昨年の10月から今年３月

までの同商品券の販売金額は約7,700万円。応募総数

5,705本から、商品券5,000円（みのり賞）と10,000円

（ひかり賞）各100本を関係者が抽選しました。

昨年度の同商品券の販売金額は目標の１億円を上回

る１億4,309万円。１万円につき500円お得な同商品

券は、市商工会などで好評発売中です。

八幡平市プレミアム共通商品券抽選会
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児童に黄色い羽根を配布し交通安全を呼び掛けました（大更小）

防犯を呼び掛けながら買い物客にチラシなどを配布

高橋団長から辞令交付を受ける新入団員

市消防団（高橋守男団長、団員781人）の辞令交付

式は４月21日、市役所で行われました。

昇格者11人と新入団員28人に辞令を交付。新入団員

を代表して畠山長太さん（第32分団）が「良心に従っ

て忠実に消防の義務を遂行することを誓います」と宣

誓しました。

高橋団長は「市民の身体・財産・生命を守るために、

訓練を重ね、消防団一体となって地域の防災に努めて

ほしい」と訓示し、団員を激励しました。

地域を守る気持ち新たに
市消防団辞令交付式

４月６日から15日までの春の地域安全運動（スロー

ガン「なくそう犯罪 ふやそう笑顔 みんな大好き岩手

県」）に合わせ、市防犯協会・防犯隊は市内各地で啓

発活動を展開しました。

運動初日の６日には、マックスバリュ西根店とホー

マック西根店前で買い物客にチラシやポケットティッ

シュを配りながら、自転車盗難や車上狙いを防止する

ためのカギかけの実践など一人一人ができることを呼

び掛けました。

みんなで作る安心なまち
春の地域安全運動啓発活動

「手をあげる 可愛い笑顔に 待つ笑顔」をスローガ

ンに、４月６日から15日まで春の全国交通安全運動が

展開され、市内でもさまざまな街頭活動が繰り広げら

れました。

８日朝には、市内の小学校周辺など14カ所で、市交

通安全協会、交通安全母の会など関係者が黄色い羽根

などを配布。通勤や通学する人たちへ交通マナーを守

るよう呼び掛けを行い、交通事故防止へ市民の意識を

高めました。

交通安全誓う黄色い羽根
春の全国交通安全運動街頭活動

【広 告】【広 告】
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それぞれの少年団に認定証が手渡され、本年度の活動がスタート

地域ぐるみで子どもたちを育てることを決定した本年度の総会

会員それぞれの得意分野を生かして活動を進めます

市教育振興運動推進協議会総会は４月26日、西根地

区市民センターで行われました。

市内11実践区などから関係者75人が参加。本年度は

運動推進６カ年計画の４年目として実践を蓄積するこ

と、全県共通課題へ取り組むことなどを決定し、会長

には、本年度も堀篭富男さんを選出しました。

教育振興運動とは、５者（子ども・家庭・学校・地

域・行政）が地域の教育課題の解決に向けて取り組む

岩手県独自の教育運動です。

地域で育てる子どもたち
市教育振興運動推進協議会総会

地産地消推進活動や食育の普及啓発などを通して観

光の振興や地域社会に貢献する「ＮＰＯ法人だいち」の

設立総会は４月12日、なかやま荘で行われました。

総会には、安比のペンション経営者や市内の野菜生

産農家らで組織する会員など約20人が出席。設立趣旨

や定款のほかに、特産品・生産物の紹介、市内小学校

の環境学習への協力などの事業計画、収支予算などを

決定し、畠山英夫さん（67、野駄）を同法人の理事長と

設立代表者に選任しました。

地産地消による地域貢献
特定非営利活動法人「だいち」設立

市スポーツ少年団（工藤嘉八本部長）の結団式は４月

24日、市総合運動公園体育館で行われました。団員や

関係者など約250人が参加。日本スポーツ少年団団員

綱領を斉唱した後、工藤本部長から各少年団に認定証

の授与が行われました。

団員を代表し、八幡平フットボールクラブスポーツ

少年団の斉藤隆希主将（安代小６年）が「指導者・保護
りゅうき

者に感謝して練習を重ね、大会では自分たちの実力を

出し、良い成績を残したい」と決意表明をしました。

それぞれの目標に向かい
市スポーツ少年団結団式


